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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, vii ページ

• 表記法, vii ページ

• 関連資料, ix ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, x ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持ち、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

用途テキストの種類

タブのタイトル、領域名、フィールドラベルなどの GUI要素は、[ ]で
囲んで表記しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルなどのメイン

タイトルも、[ ]で囲んで表記しています。

GUI要素
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用途テキストの種類

マニュアルのタイトルは、このフォント（例：this font）で示していま
す。

マニュアルタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでシステムが表示するテキ

ストは、このフォント（例：this font）で示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、このフォン

ト（例：this font）で示しています。
システム出力

CLIコマンドのキーワードは、このフォント（例：this font）で示して
います。

CLIコマンドの変数は、このフォント（例：this font）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッ
コで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。ワンポイントアドバイス

安全に関する重要な注意事項

このマークのある手順では危険があることを意味しています。身体に損傷を及ぼす危険性が

あります。事故防止のため、電気回路に関わる危険に留意し、標準的な手順を確認した上で

作業してください。本文書の翻訳については、各項目末尾の番号によって本機付属の翻訳版

に対応しています。

本文書は保存してください。

警告

関連資料

UCS のマニュアルのロードマップ

すべての Bシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docで入手できる『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

VM-FEX for VMware のマニュアル

次のマニュアルは、Cisco仮想マシンファブリックエクステンダ（VM-FEX）for VMwareに使用
できます。

• Cisco Unified Computing System（Cisco UCS）のすべてのマニュアルがリストされているロー
ドマップは、次のURLから入手できます。 http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc

•『The Unify Virtual and Physical Networking with Cisco Virtual Interface Card White Paper』

•『The CiscoUnified Computing Systemwith CiscoVM-FEX andVMwareVMDirectPath2Deployment
Guide』
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他のマニュアルリソース

BシリーズとCシリーズのすべてのドキュメントが格納された ISOファイルは、次のURLから入
手できます。http://www.cisco.com/cisco/software/type.html?mdfid=283853163&flowid=25821このペー
ジで、[Unified Computing System (UCS) Documentation Roadmap Bundle]をクリックします。

ISOファイルは、ドキュメントのメジャーリリースの後に更新されます。

ドキュメントの更新情報を確認するには、Twitterで Cisco UCS Docsをフォローしてください。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次のURLで、毎月
更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規およ
び改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。

ドキュメントの更新情報を確認するには、Twitterで Cisco UCS Docsをフォローしてください。
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第 1 章

概要

この章は、次の内容で構成されています。

• 仮想化の概要, 1 ページ

• Cisco Virtual Machineファブリックエクステンダの概要, 2 ページ

• 仮想インターフェイスカードアダプタでの仮想化, 2 ページ

• ネットワークインターフェイスカードと統合ネットワークアダプタを使用した仮想化, 2
ページ

• VM-FEX for VMwareのコンポーネントと要件, 3 ページ

• 動作モード, 8 ページ

• VM-FEX for VMwareの設定, 10 ページ

仮想化の概要
仮想化により、同一の物理マシン上で隣り合いながら分離して実行する複数の仮想マシン（VM）
を作成できます。

各仮想マシンは、仮想ハードウェア（メモリ、CPU、NIC）の独自のセットを持ち、その上でオペ
レーティングシステムと十分に設定されたアプリケーションがロードされます。オペレーティン

グシステムは、実際の物理ハードウェアコンポーネントに関係なく、一貫性があり正常なハード

ウェア一式を認識します。

仮想マシンでは、物理サーバ間でのプロビジョニング、移動を迅速に行うために、ハードウェア

とソフトウェアの両方が単一のファイルにカプセル化されます。仮想マシンは 1つの物理サーバ
から別のサーバへ数秒で移動することができ、メンテナンスのためのダウンタイムを必要とせず、

途切れることのない作業負荷を集約します。

仮想ハードウェアは、多数のサーバ（それぞれのサーバは独立した仮想マシン内で実行する）を

単一の物理サーバ上で実行できるようにします。仮想化の利点は、コンピューティングリソース

をより適切に使用でき、サーバ密度を高め、サーバの移行をスムーズに行えることです。
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Cisco Virtual Machine ファブリックエクステンダの概要
仮想サーバの実装は、1つの物理サーバのゲストとして実行される 1つまたは複数の VMで構成
されます。ゲスト VMは、ハイパーバイザまたは仮想マシンマネージャ（VMM）と呼ばれるソ
フトウェアレイヤによってホストされ管理されます。通常、ハイパーバイザは各VMで仮想ネッ
トワークインターフェイスを示し、VMから他のローカル VMまたは別のインターフェイスへの
外部ネットワークへのトラフィックのレイヤ 2スイッチングを実行します。

Cisco Virtual Interface Card（VIC）アダプタと連携して、Cisco仮想マシンファブリックエクステ
ンダ（VM-FEX）はファブリックインターコネクトの外部ハードウェアベーススイッチング用の
ハイパーバイザによって、VMトラフィックのソフトウェアベースのスイッチングをバイパスし
ます。この方法により、サーバのCPU負荷を軽減し、高速スイッチングを行い、ローカルおよび
リモートトラフィックに豊富なネットワーク管理機能セットを適用することができます。

VM-FEXは IEEE 802.1Qbhポートエクステンダアーキテクチャを VMに拡張するために、各 VM
インターフェイスに仮想 Peripheral Component Interconnect Express（PCIe）デバイスとスイッチ上
の仮想ポートを提供します。このソリューションにより、VMインターフェイス上で、正確なレー
ト制限と QoS（Quality of Service）保証が可能になります。

仮想インターフェイスカードアダプタでの仮想化
Cisco VICアダプタは、単一 OSの導入と VMベースの導入の両方に対応するように設計された統
合型ネットワークアダプタ（CNA）です。 VICアダプタは、最大 128個の仮想ネットワークイ
ンターフェイスカード（vNIC）を含む、静的または動的な仮想化インターフェイスをサポートし
ます。

VICアダプタは、VM-FEXをサポートし、仮想マシンインターフェイスとの間の、トラフィック
のハードウェアベースのスイッチング機能を提供します。

VMware環境では、VM-FEXは、VMware ESXハイパーバイザがサーバにインストールされた標
準の VMware統合と、VMware vCenterを通じて実行されるすべての仮想マシン管理をサポートし
ます。

ネットワークインターフェイスカードと統合ネットワー

クアダプタを使用した仮想化
ネットワークインターフェイスカード（NIC）と統合ネットワークアダプタによって、標準的な
VMwareのサーバにインストールされた ESXとの統合による仮想環境と、VCから実行されるす
べての仮想マシンの管理がサポートされます。
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仮想マシンのポータビリティ

サービスプロファイルを実装すると、1つのサーバから別のサーバに、サーバの識別情報を簡単
に移動できるようになります。新規サーバをイメージ化すると、ESXはそのサーバを元のサーバ
のように扱います。

同一サーバ上の仮想マシン間の通信

これらのアダプタは、同一サーバ上の仮想マシン間における標準の通信手段を実装します。 ESX
ホストが複数の仮想マシンを含む場合、すべての通信はサーバ上の仮想スイッチを通過させる必

要があります。

システムでネイティブな VMwareドライバを使用する場合、仮想スイッチはネットワーク管理者
のドメインには参加せず、どのネットワークポリシーの制約も受けません。結果として、たとえ

ば、ネットワークのQoSポリシーは、仮想スイッチを通ってVM1からVM2に流れるどのデータ
パケットにも適用されません。

Nexus 1000などの別の仮想スイッチがシステムに含まれている場合、その仮想スイッチは、ネッ
トワーク管理者がそのスイッチ上で設定したネットワークポリシーに従います。

VM-FEX for VMwareのコンポーネントと要件
高いレベルでは、VM-FEX for VMwareはハイパーバイザホスト、Cisco UCS Manager、VMware
vCenter仮想化管理ソフトウェアを必要とします。
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次の図は、これら 3つの主要コンポーネントとそれらの接続方法を示しています。

図 1：VMware を使用した VM-FEXのコンポーネント接続

VM-FEX for VMwareが機能するためには、これらのコンポーネントが正しく設定されている必要
があります。

ハイパーバイザホスト

ハイパーバイザホストには次の要件があります。

•ハイパーバイザホストとして使用するサーバにCiscoUCS仮想インターフェイスカードをイ
ンストールする必要があります。Cisco UCS仮想インターフェイスカードのインストールの
詳細については、『『Cisco UCS 5108 Server Chassis Hardware Installation Guide』』を参照し
てください。

•正しいバージョンの VMware ESXまたは ESXiソフトウェアを Cisco UCS Managerホストに
インストールする必要があります。標準モードの VM-FEXの場合は、VMware ESX Version
4.0Update1ソフトウェアまたはそれ以降のバージョンをインストールする必要があります。
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•シスコの [Download Software]ページから Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルを
取得する必要があります。

◦ Bシリーズの場合：http://software.cisco.com/download/navigator.htmlから [DownloadsHome]
> [Products] > [Servers - Unified Computing] > [Cisco UCS B-Series Blade Server Software]を
選択し、[Unified Computing Systems (UCS) Drivers]をクリックします。このページで、
[LatestReleases]または [AllReleases]をクリックして必要なリリースを選択し、[Download]
をクリックして [ISO image of UCS-related drivers]をダウンロードします。

◦ Cシリーズの場合：http://software.cisco.com/download/navigator.htmlから [DownloadsHome]
> [Products] > [Servers - Unified Computing] > [Cisco UCS C-Series Rack-Mount UCS-Managed
Server Software]を選択し、[Unified Computing Systems (UCS)Drivers]をクリックします。
このページで、[Latest Releases]または [All Releases]をクリックして必要なリリースを
選択し、[Download]をクリックして [ISO image of UCS-related drivers]をダウンロードし
ます。

•正しいバージョンの Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルをハイパーバイザホス
トにインストールする必要があります。インストールする Cisco VM-FEXドライバソフト
ウェアバンドルは、ハイパーバイザホストにインストールしたVMware ESXまたは ESXiの
バージョンによって変わります。VMware ESXソフトウェアおよび Cisco VM-FEXドライバ
ソフトウェアバンドルと互換性のあるバージョンについては、http://www.cisco.com/en/US/
products/ps10477/prod_technical_reference_list.htmlにある『Hardware and Software Interoperability
Matrix for B Series Servers』の「VM-FEX Software Interoperability Matrix」を参照してくださ
い。

VEMソフトウェアバンドルは、別の製品である Cisco Nexus 1000Vスイッチ
のコンポーネントでもあります。VEMバンドルのインストール時にこの製品
の参照を見かけた場合は、気にかける必要はありません。この参照は表面的

なものであり、VM-FEXのインストールと実装の結果に影響を与えません。

（注）

Cisco UCS Manager

VM-FEX for VMware関連のポリシー

VM-FEX for VMwareが最適に動作するためには、複数のポリシーを変更または作成する必要があ
ります。

• VMwarePassThroughイーサネットアダプタポリシー（ハイパフォーマンスモードのみ）

•ダイナミック vNIC接続ポリシー

• BIOSポリシー（ハイパフォーマンスモードのみ）

• VMライフサイクルポリシー
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VMware vCenter との通信に使用する拡張ファイル

VICアダプタを使用して VM-FEXを実装する Cisco UCSドメインでは、拡張ファイルを作成して
インストールし、Cisco UCS Managerと VMware vCenterの間の関係と通信を確立する必要があり
ます。この拡張ファイルは、拡張キーと公開 Secure Sockets Layer（SSL）証明書が格納された
XMLファイルです。

DVSまたは外部の仮想マネージャで使用されている拡張キーは変更できません。カスタム拡
張キーを使用する場合、関連付けられた DVSを削除したり再作成したりすることがないよう
に、Cisco UCS Managerで DVSを作成する前にカスタムキーを作成および登録することを推
奨します。

重要

拡張キー

Cisco UCSと VMware vCenterは、管理統合とネットワーク通信のためにホストに接続されている
必要があります。この接続を行うために、CiscoUCSは、CiscoUCSアイデンティティを表す拡張
キーを提供します。 Cisco UCSドメインが認識され、管理およびネットワーク接続を確立する前
に、拡張キーが外部仮想マネージャに登録されている必要があります。

SSL 証明書

CiscoUCSManagerは、VMware vCenterとの通信をサポートするためにデフォルトの自己署名SSL
証明書を生成します。また、複数の VMware vCenterと通信するために独自のカスタム証明書を
作成することもできます。カスタム証明書を作成すると、Cisco UCS Managerは新しい証明書を
含めるために拡張ファイルを再作成します。カスタム証明書を削除すると、Cisco UCS Manager
はデフォルトの自己署名 SSL証明書を含めるために拡張ファイルを再作成します。

カスタム証明書を作成するには、外部証明書を取得し、Cisco UCSにコピーし、Cisco UCSにコ
ピーした証明書を使用する VM-FEXの証明書を作成する必要があります。

分散仮想スイッチ（DVS）

CiscoUCSの分散仮想スイッチ（DVS）は、ESXハイパーバイザの vSwitchに沿って動作するソフ
トウェアベースの仮想スイッチであり、複数のESXホストに分散できます。独自のローカルポー
ト設定を使用する vSwitchとは異なり、複数のESXホストと関連付けられたDVSはすべてのESX
ホストで同じポート設定を使用します。

ESXホストと DVSの関連付けが行われると、vSwitchの代わりに DVSを使用するために vSwitch
から DVSに既存の VMを移行できます。 VM-FEX for VMwareの実装により、VMが DVSを使用
する場合、すべての VMトラフィックが DVSをパススルーし、ファブリックインターコネクト
によって ASICベースのスイッチングが行われます。

ポートプロファイル

ポートプロファイルには、VM-FEX用に仮想インターフェイスを Cisco UCSで設定するために使
用できるプロパティと設定があります。ポートプロファイルは、Cisco UCS Managerで作成およ
び管理されます。 1つ以上の DVSによってポートプロファイルが作成され、割り当てられ、ア
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クティブに使用された後に、Cisco UCS Managerでポートプロファイルのネットワーキングプロ
パティが変更されると、変更がすぐにそれらの DVSに適用されます。

VMware vCenterでは、ポートプロファイルはポートグループとして表現されます。 Cisco UCS
Managerはポートプロファイル名を VMware vCenterにプッシュし、vCenterはポートグループと
して名前を表示します。 VMware vCenterでは、ポートプロファイル内の特定のネットワーキン
グプロパティや設定を表示できません。 Cisco UCS Managerでポートプロファイルを VMware
vCenterにプッシュさせる場合、ポートプロファイルに少なくとも 1つのポートプロファイルク
ライアントを設定する必要があります。

ポートプロファイルクライアント

ポートプロファイルクライアントは、ポートプロファイルが適用されるDVSを決定します。デ
フォルトでは、ポートプロファイルクライアントは、関連付けられたポートプロファイルがす

べての VMware vCenterの DVSに適用されることを指定します。ただし、特定のデータセンター
またはデータセンターフォルダのすべての DVS、あるいは 1つの DVSのみに対してポートプロ
ファイルを適用するように、クライアントを設定できます。

VMware vCenter
VM-FEX for VMware向けの VMware vCenter（vCenterサーバと vSphereクライアント）が必要で
す。 VMware vCenterは次の要件を満たしている必要があります。

• VMware vCenterをインストールするWindowsベースのマシンは、Cisco UCSの管理ポート
と、ESXホストによって使用されるアップリンクイーサネットポートにネットワーク接続
できる必要があります。管理ポートの接続は、VMware vCenterと Cisco UCSManagerとの管
理プレーン統合に使用されます。アップリンクイーサネットポート接続は、VMwarevCenter
と ESXホスト間の通信に使用されます。

HTTPと HTTPSのポート（通常は TCP 80と 443）が vCenterと Cisco UCSド
メインの間でブロックされないようにする必要があります。

（注）

• VMware vCenterが Cisco UCSドメインを認識する前に、Cisco UCS Managerによって提供さ
れる VMware vCenterの拡張キーが VMware vCenterに登録されている必要があります。

また、次のパラメータを使用して VMware vCenterを設定する必要があります。

•データセンター。

•分散仮想スイッチ（DVS）。

• DVSに追加され、パススルースイッチング PTS/DVSに移行するよう設定された ESXホス
ト。

•各CiscoVICアダプタに対して、DVSに追加された 2つのスタティック vNIC（各ファブリッ
クに 1つ）。

•サーバ上の仮想マシン（VM）に必要な VM
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•（VMware vMotionの場合）vMotion用に適切に設定された、共通の共有ストレージ（データ
ストア）を持つホスト。

•（ハイパフォーマンスモードの VM-FEXの場合）VM上のすべてのゲストメモリは予約さ
れている必要があります。

•（ハイパフォーマンスモードのVM-FEXの場合）以前Cisco UCSManagerで設定したポート
プロファイルと VMwarePassThroughイーサネットアダプタポリシーを指定する必要があり
ます。

これらの必要なコンポーネントを VMware vCenterで設定する方法については、VMware製品のマ
ニュアルを参照してください。

動作モード
VM-FEXポートは、標準モードまたはハイパフォーマンスモードで動作します。

標準モード

標準モードでは、仮想マシンとの間のトラフィックは分散仮想スイッチ（DVS）とハイパーバイ
ザをパススルーします。

次の図は、標準モードの VM-FEXポートがある VICアダプタが装着された Cisco UCSサーバ上
の、VMトラフィックがたどるトラフィックパスを示しています。

図 2：VM-FEXがある VM トラフィックのトラフィックパス
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ハイパフォーマンスモード

ハイパフォーマンスモードでは、仮想マシン（VM）との間のトラフィックはDVSとハイパーバ
イザをバイパスします。トラフィックは、VMと仮想インターフェイスカード（VIC）アダプタ
の間で直接送受信されます。

ハイパフォーマンスモードの利点は次のとおりです。

• I/Oのパフォーマンスとスループットが向上します。

• I/O遅延が短縮されます。

•仮想化された I/Oを大量に使用するアプリケーションの CPU使用率が向上します。

VMwareでは、ハイパフォーマンスモードでも vMotionがサポートされます。 vMotionの間、ハ
イパーバイザはハイパフォーマンスモードのリンクを標準モードに再設定し、リンクを新しいハ

イパーバイザに遷移させ、リンクをハイパフォーマンスモードに再設定します。次の図は、

VM-FEXがハイパフォーマンスモードで vMotionと共に動作する方法を示しています。

図 3：VMotion を使用したハイパフォーマンスモードの VM-FEX

1 2つの VMがハイパフォーマンスモードで VICに接続されています。

2 vMotionが 1つの VMで開始されます。この VMは標準モードに遷移します。

3 VMは他のホストに移行され、標準モードが確立されます。

4 VMは元のハイパフォーマンスモードに戻ります。
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VM-FEX for VMwareの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

VM-FEX for VMwareが最適に動作するためには、複数
のポリシーを変更または作成する必要があります。

VM-FEX for VMwareのサー
ビスプロファイルを設定し

ます。

ステッ

プ 1   

• VMwarePassThroughイーサネットアダプタポリ
シー（ハイパフォーマンスモードのみ）

•ダイナミック vNIC接続ポリシー

• BIOSポリシー（ハイパフォーマンスモードのみ）

• VMライフサイクルポリシー

詳細については、VM-FEXを使用したサービスプロファ
イルの設定, （13ページ）を参照してください。

VMware ESXホストを設定し、VM-FEX用の Cisco
VM-FEXドライバソフトウェアバンドルと VMware

ハイパーバイザホストへの

Cisco VM-FEXドライバソフ
ステッ

プ 2   
vCenterをインストールする必要があります。詳細につトウェアバンドルのインス

トールを設定します。 いては、Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンド
ルのインストールおよび VMwareのマニュアルを参照
してください。

Cisco UCS Managerで分散仮想スイッチ（DVS）を管理
するには、CiscoUCSManagerとVMware vCenterに接続

CiscoUCSManagerをVMware
vCenterに接続します。

ステッ

プ 3   
する必要があります。詳細については、Cisco UCS
Managerの VMware vCenterへの接続, （37ページ）を
参照してください。

VMware vSwitchの代わりに使用する分散仮想スイッチ
（DVS）を作成する必要があります。詳細については、

Cisco UCS Managerで、分散
仮想スイッチを定義します。

ステッ

プ 4   
Cisco UCSでの分散仮想スイッチの設定, （43ページ）
を参照してください。

DVSで仮想インターフェイスを設定するために使用す
るプロパティと設定を定義するには、ポートプロファ

Cisco UCS Managerで、ポー
トプロファイルを定義し、

ステッ

プ 5   
イルを作成する必要があります。必要に応じて、ポー必要に応じてポートプロファ

トプロファイルを割り当てるDVSを定義したポートプイルクライアントを作成し

ます。 ロファイルクライアントを作成することもできます。

詳細については、ポートプロファイルの設定,（53ペー
ジ）を参照してください。
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第 2 章

VM-FEX を使用したサービスプロファイルの
設定

この章は、次の内容で構成されています。

• VMwarePassThroughイーサネットアダプタポリシーの変更, 13 ページ

• ダイナミック vNIC接続ポリシーの設定, 14 ページ

• VMライフサイクルポリシーの設定, 19 ページ

• ハイパフォーマンスモードでの VM-FEXの BIOSポリシーの作成, 20 ページ

VMwarePassThroughイーサネットアダプタポリシーの変
更

ハイパフォーマンスモードの VM-FEXには、システムで提供されている VMwarePassThroughア
ダプタポリシーがあります。ほとんどはデフォルト設定で十分です。ただし、特定の実装に対

応するために、このポリシーの内容とは異なる設定が必要な場合があります。異なる設定が必要

な場合は、特定の設定を含む別のイーサネットアダプタポリシーを作成することをお勧めしま

す。特に、次の設定について、特定の実装で動作するかどうかを確認することをお勧めします。

•ゲスト OSの要件

◦送信キュー

◦受信キュー

◦完了キュー

◦割り込み

•ホストあたりの最大インターフェイス数。

•ホストあたりのパススルーモードの最大インターフェイス数。
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複数の vCPUのVMを使用しており、VM-FEX for VMwareを旧バージョンからリリース 2.1に
アップグレードした場合は、次のパラメータを指定された値に手動で変更する必要がありま

す。

（注）

• wqパラメータを 4に設定。

• comp-queuesパラメータを 8に設定。

• interruptsパラメータを 12に設定。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルー

ト組織モードを開始するには、 org-nameとして
/を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

システムで提供されているアダプタポリシーの

組織イーサネットポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # scope eth-policy
VMWarePassThru

ステップ 2   

（任意）

イーサネットアダプタポリシーの設定の詳細に

ついては、『CiscoUCSManager CLI Configuration
Guide』を参照してください。

イーサネットアダプタポリ

シーの設定を変更します。

ステップ 3   

次の例は、システムで提供されているイーサネットアダプタポリシーを変更し、トランザクショ

ンをコミットする方法を示しています。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope eth-policy VMWarePassThru
UCS-A /org/eth-policy* # set descr "This is an Ethernet adapter policy example."
UCS-A /org/eth-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/eth-policy #

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの設定

ダイナミック vNIC 接続ポリシー
ダイナミック vNIC接続ポリシーは、VMとダイナミック vNICの間の接続を設定する方式を決定
します。 VMがインストール済みでダイナミック vNICが設定された VICアダプタを使用してい
るサーバを含む Cisco UCSドメインには、このポリシーが必要です。
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イーサネットアダプタポリシー

各ダイナミック vNIC接続ポリシーには、イーサネットアダプタポリシーが含まれており、ポリ
シーを含むサービスプロファイルに関連付けられた任意のサーバに対して設定できる vNICの数
を指定します。

ブレードのすべてのポートが標準モードのVM-FEXの場合は、VMwareアダプタポリシーを使用
する必要があります。

ブレードの 1つ以上のポートがハイパフォーマンスモードである VM-FEXの場合は、
VMwarePassThroughアダプタポリシーを使用するか、カスタムポリシーを作成します。カスタ
ムポリシーを作成する必要がある場合、プロビジョニングされるリソースは、最もリソースを必

要とし、ハイパフォーマンスモードを使用するゲスト OSのリソース要件に等しい必要がありま
す。

スタティック vNIC

VM-FEXの導入では、VICアダプタに 2つのスタティック vNIC（各ファブリックに 1つ）、
が vCenterの DVSに接続されている場合にのみ、VMがダイナミック vNICに接続されます。
サーバに複数のVICアダプタがある場合は、各アダプタに 2つのスタティック vNICが設定さ
れている必要があります。

（注）

サーバの移行

ダイナミック vNICが設定されているサーバを、VMotionを使用して移行すると、vNICが使用
するダイナミックインターフェイスで障害が発生し、によってその障害が通知されます。

サーバが復旧すると、はサーバに新しいダイナミック vNICを割り当てます。ダイナミック
vNIC上のトラフィックを監視している場合、監視元を再設定する必要があります。

（注）

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート組織モー

ドを開始するには、/を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope org org-nameステッ

プ 1   

指定された vNIC接続ポリシーを作成し、組織の vNIC接
続ポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # create
dynamic-vnic-conn-policy
policy-name

ステッ

プ 2   

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -
（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、お

Cisco UCS Manager VM-FEX for VMware CLI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
   OL-25367-03 -J 15

VM-FEX を使用したサービスプロファイルの設定
ダイナミック vNIC 接続ポリシー



目的コマンドまたはアクション

よび .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文
字とスペースは使用できません。また、オブジェクトが

保存された後で、この名前を変更することはできません。

動的vNIC接続ポリシー名の値として「default」
を指定しないでください。 Cisco UCS Manager
は、「default」を参照している空のポリシーを
自動的に解決します。静的 vNICのみが定義さ
れたサービスプロファイルまたはサービスプロ

ファイルテンプレートは、存在する場合に、自

動的にポリシー「default」を参照します。動的
vNIC接続ポリシー名に「default」を指定した場
合、それらのサービスプロファイルまたはサー

ビスプロファイルテンプレート上で予期しない

動的 vNICが作成されることがあります。

（注）

（任意）

ポリシーの説明を記します。

UCS-A
/org/dynamic-vnic-conn-policy
# set desc description

ステッ

プ 3   

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字または
スペースを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記
号）、^（カラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または'（一重引用符）は使用
できません。

説明にスペースまたは特殊文字が含まれている場合、説

明を引用符（" "）で括る必要があります。引用符は show
コマンド出力の説明フィールドには表示されません。

イーサネットアダプタポリシーをこのポリシーに使用す

るように指定します。アダプタポリシーがすでに存在す

る必要があります。

UCS-A
/org/dynamic-vnic-conn-policy
# set adapter-policy
policy-name

ステッ

プ 4   

このポリシーに使用するダイナミックvNICの数を指定し
ます。

UCS-A
/org/dynamic-vnic-conn-policy
# set dynamic-eth
{dynamic-eth-num | off}

ステッ

プ 5   

ダイナミック vNICはCiscoUCSで常に保護されますが、
このコマンドを使用して優先するファブリックがある場

UCS-A
/org/dynamic-vnic-conn-policy
# set protection {protected |

ステッ

プ 6   
合は、それを選択することができます。次のいずれかの

オプションを選択できます。
protected-pref-a |
protected-pref-b}

• protected：Cisco UCSはいずれかの使用可能なファ
ブリックを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

• protected-pref-a：Cisco UCSはファブリック Aを使
用しようとしますが、必要に応じてファブリック B
にフェールオーバーします。

• protected-pref-b：Cisco UCSはファブリック Bを使
用しようとしますが、必要に応じてファブリック A
にフェールオーバーします。

トランザクションをコミットします。UCS-A
/org/dynamic-vnic-conn-policy
# commit-buffer

ステッ

プ 7   

次の例は、12個のダイナミックvNICに対してシステムで提供されたVMWarePassThruイーサネッ
トアダプタポリシーを使用するMyDynVnicConnPolicyという名前のダイナミック vNIC接続ポリ
シーを作成する方法と、トランザクションをコミットする方法を示しています。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create dynamic-vnic-conn-policy MyDynVnicConnPolicy
UCS-A /org/dynamic-vnic-conn-policy* # set adapter-policy VMWarePassThru
UCS-A /org/dynamic-vnic-conn-policy* # set desc "Dynamic vNIC for Eth policy"
UCS-A /org/dynamic-vnic-conn-policy* # set dynamic-eth 12
UCS-A /org/dynamic-vnic-conn-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/dynamic-vnic-conn-policy #

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。

ルート組織モードを開始するには、/を
org-nameとして入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定された vNIC接続ポリシーを削除しま
す。

UCS-A /org # delete
dynamic-vnic-conn-policy
policy-name

ステップ 2   

トランザクションをコミットします。UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   

次の例は、MyDynVnicConnPolicyという名前のダイナミック vNIC接続ポリシーを削除して、ト
ランザクションをコミットする方法を示しています。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete dynamic-vnic-conn-policy MyDynVnicConnPolicy
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #
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VM 上のダイナミック vNIC プロパティの表示

はじめる前に

VMが動作している必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

VM管理モードを開始します。UCS-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

VMwareモードを開始します。UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmwareステップ 3   

（任意）

実行中の仮想マシンを表示します。

UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # show
virtual-machine

ステップ 4   

ダイナミックvNICを含む仮想マシン
のコマンドモードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope
virtual-machine uuid

ステップ 5   

vNICプロパティを表示します。UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/virtual-machine
# show vnic [detail]

ステップ 6   

次に、VMのダイナミック vNICのプロパティを表示する例を示します。
UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # show virtual-machine
Virtual Machine:

UUID: 420a00c8-934b-4ae3-6af5-2ce9b8bd0f44
Service Profile: org-root/ls-PTS-ch6-7
Server: sys/chassis-6/blade-7
Status: Online

.

.

.
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope virtual-machine 420a08b0-cda7-9e0a-424f-01ec8653eea0
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/virtual-machine # show vnic detail

vNIC:
Name: 4479
Status: Online
MAC Address: 00:50:56:8A:07:B5
Profile Name: VM-mgmt
Virtual Adapter: sys/chassis-1/blade-1/adapter-1/host-eth-9
Vnic Dn: org-root/ls-PTS-ch1-1/ether-dynamic-prot-009
Current Task:

UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/virtual-machine #
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VM ライフサイクルポリシーの設定

VM ライフサイクルポリシー
VMライフサイクルポリシーは、Cisco UCS Managerでのオフライン VMとデータベース内のオ
フラインダイナミック vNICの保持期間を決定します。この期間が経過した後で VMまたはダイ
ナミック vNICがオフラインのままになっている場合、Cisco UCS Managerではデータベースから
そのオブジェクトを削除します。

Cisco UCSサーバ上のすべての仮想マシン（VM）が vCenterによって管理されます。 Cisco UCS
Managerでは、非アクティブな VMが一時的にシャットダウンされているか、削除されたか、ま
たはアクセス不能と表示されるその他の状態のいずれであるかを判断できません。したがって、

Cisco UCS Managerではすべての非アクティブな VMをオフライン状態であると判断します。

Cisco UCS Managerでは、関連付けられた VMがシャットダウンされている場合、またはファブ
リックインターコネクトと I/Oモジュールの間のリンクに障害が発生した場合に、ダイナミック
vNICがオフラインであると判断します。まれに、内部エラーが原因で Cisco UCSManagerでダイ
ナミック vNICがオフラインであると判断される場合もあります。

デフォルトのVMおよびダイナミック vNICの保持間隔は 15分です。保持期間は、1分から 7,200
分（2日）の範囲を設定できます。

Cisco UCS Managerによって表示される VMデータベースは、情報表示と監視のためだけにあ
ります。 Cisco UCS Managerで VMを管理できません。 Cisco UCS Managerデータベースから
VMを削除しても、VMはサーバや vCenterから削除されません。

（注）

VM ライフサイクルポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。Switch-A# scope systemステップ 1   

VM管理モードを開始します。Switch-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

VMのライフサイクルのポリシーモードを開
始します。

Switch-A /system/vm-mgmt # scope
vm-life-cycle-policy

ステップ 3   

オフラインの VMがデータベースに保持され
る期間（分、1日、1時間、5日）を指定しま

Switch-A
/system/vm-mgmt/vm-life-cycle-policy
# set vmretention {minutes | 1-day |
1-hour | 5-days}

ステップ 4   

す。その期間を過ぎても VMがオフラインの
ままである場合、データベースから削除され
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目的コマンドまたはアクション

ます。 minutes変数は 1から 7200にすること
ができます。デフォルト値は、15分です。

オフラインのダイナミックvNICがデータベー
スに保持される期間（分、1日、1時間、5日）

Switch-A
/system/vm-mgmt/vm-life-cycle-policy
# set vnicretention {minutes | 1-day |
1-hour | 5-days}

ステップ 5   

を指定します。その期間を過ぎてもダイナミッ

クvNICがオフラインのままである場合、デー
タベースから削除されます。 minutes変数は 1
から 7200にすることができます。デフォルト
値は、15分です。

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

Switch-A
/system/vm-mgmt/vm-life-cycle-policy
# commit-buffer

ステップ 6   

次に、1日間のVM保存期間および 1時間の vNIC保存期間を設定し、トランザクションをコミッ
トする例を示します。

Switch-A# scope system
Switch-A /system # scope vm-mgmt
Switch-A /system/vm-mgmt # scope vm-life-cycle-policy
Switch-A /system/vm-mgmt/vm-mgmt/vm-life-cycle-policy # set vmretention 1-day
Switch-A /system/vm-mgmt/vm-mgmt/vm-life-cycle-policy* # set vnicretention 1-hour
Switch-A /system/vm-mgmt/vm-mgmt/vm-life-cycle-policy* # commit-buffer
Switch-A /system/vm-mgmt/vm-mgmt/vm-life-cycle-policy #

ハイパフォーマンスモードでのVM-FEXの BIOS ポリシー
の作成

ハイパフォーマンスモードの VM-FEXの場合、特定の BIOS設定を行う必要があります。

BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定による BIOS設定の変更を Cisco Integrated
Management Controller（CIMC）バッファにプッシュします。これらの変更はバッファ内にと
どまり、サーバがリブートされるまでは有効になりません。

設定するサーバでBIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。RASメモリのミラー
リングモードなどの一部の設定は、すべてのCiscoUCSサーバでサポートされているわけでは
ありません。

（注）

ハイパフォーマンスモードの VM-FEXで使用していることを識別できるように、この BIOSポリ
シーを VMwarePassThruという名前にすることをお勧めします。

これらのパラメータは次の BIOS設定でイネーブルにする必要があります。

• [Processor]：Virtual Technology（VT）と Direct Cache Accessをイネーブルにします。
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64ビットのVMを ESX/ESXiホストで実行する場合は、VTをイネーブルにす
る必要があります。 VTがイネーブルでない限り、ESX/ESXiホストでは 64
ビット VMを実行できません。

（注）

• [Intel Directed IO]：次のパラメータをイネーブルにします。

◦ VT for Directed IO

◦ Interrupt Remap

◦ Coherency Support

◦ ATS Support

◦ Pass Through DMA Support

残りの BIOS設定を適切に設定します。
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第 3 章

Cisco VM-FEX ドライバソフトウェアバンド
ルのインストール

この章は、次の内容で構成されています。

• Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルのインストールの概要, 23 ページ

• Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルの前提条件, 24 ページ

• VUMを使用した Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルのインストールまたはアッ
プグレード, 25 ページ

• ESXまたは ESXi 4.0, Update 3か、ESXまたは ESXi 4.1, Update 1および互換性のある Cisco
VM-FEXドライバソフトウェアバンドルへのホストのアップグレード, 25 ページ

• ESXi 5.0および互換性のある Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルへのホストの
アップグレード, 28 ページ

• ESXi 5.0から ESXi 5.1および互換性ある Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルへ
のホストのアップグレード, 29 ページ

• ESXi 5.1および互換性のある Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルへのホストの
アップグレード, 30 ページ

• ESXまたは ESXiホストにおける Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルのインス
トールまたはアップグレード, 32 ページ

• Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルのアンインストール, 34 ページ

Cisco VM-FEX ドライバソフトウェアバンドルのインス
トールの概要

VM-FEX機能をCisco UCSで使用するには、Cisco UCSM81KR仮想インターフェイスカードサー
バにCiscoUCSをインストールし、VMwareESXの適切なソフトウェアバージョンと CiscoVM-FEX
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ドライバソフトウェアバンドルをインストールする必要があります。インストールするソフト

ウェアは、VM-FEX機能を標準モードで使用するかハイパフォーマンスモードで使用するかに
よって変わります。詳細については、 Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルの前提条
件, （24ページ）を参照してください。

Cisco VM-FEX ドライバソフトウェアバンドルの前提条
件

Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルをインストールする前に、次の前提条件を満たし
ていることを確認してください。

•ハイパーバイザホストとして使用するサーバにCiscoUCS仮想インターフェイスカードをイ
ンストールする必要があります。Cisco UCS仮想インターフェイスカードのインストールの
詳細については、『『Cisco UCS 5108 Server Chassis Hardware Installation Guide』』を参照し
てください。

•正しいバージョンの VMware ESXまたは ESXiソフトウェアを Cisco UCS Managerホストに
インストールする必要があります。標準モードの VM-FEXの場合は、VMware ESX Version
4.0Update1ソフトウェアまたはそれ以降のバージョンをインストールする必要があります。

•シスコの [Download Software]ページから Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルを
取得する必要があります。

◦ Bシリーズの場合：http://software.cisco.com/download/navigator.htmlから [DownloadsHome]
> [Products] > [Servers - Unified Computing] > [Cisco UCS B-Series Blade Server Software]を
選択し、[Unified Computing Systems (UCS) Drivers]をクリックします。このページで、
[LatestReleases]または [AllReleases]をクリックして必要なリリースを選択し、[Download]
をクリックして [ISO image of UCS-related drivers]をダウンロードします。

◦ Cシリーズの場合：http://software.cisco.com/download/navigator.htmlから [DownloadsHome]
> [Products] > [Servers - Unified Computing] > [Cisco UCS C-Series Rack-Mount UCS-Managed
Server Software]を選択し、[Unified Computing Systems (UCS)Drivers]をクリックします。
このページで、[Latest Releases]または [All Releases]をクリックして必要なリリースを
選択し、[Download]をクリックして [ISO image of UCS-related drivers]をダウンロードし
ます。

•正しいバージョンの Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルをハイパーバイザホス
トにインストールする必要があります。インストールする Cisco VM-FEXドライバソフト
ウェアバンドルは、ハイパーバイザホストにインストールしたVMware ESXまたは ESXiの
バージョンによって変わります。VMware ESXソフトウェアおよび Cisco VM-FEXドライバ
ソフトウェアバンドルと互換性のあるバージョンについては、http://www.cisco.com/en/US/
products/ps10477/prod_technical_reference_list.htmlにある『Hardware and Software Interoperability
Matrix for B Series Servers』の「VM-FEX Software Interoperability Matrix」を参照してくださ
い。
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VEMソフトウェアバンドルは、別の製品である Cisco Nexus 1000Vスイッチ
のコンポーネントでもあります。VEMバンドルのインストール時にこの製品
の参照を見かけた場合は、気にかける必要はありません。この参照は表面的

なものであり、VM-FEXのインストールと実装の結果に影響を与えません。

（注）

•インストールの注意事項を認識している必要があります。詳細については、『Release Notes
for Cisco UCS Manager』を参照してください。

VUM を使用した  Cisco VM-FEX ドライバソフトウェアバ
ンドルのインストールまたはアップグレード

VMware vSphere Update Manager（VUM）を使用して Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバン
ドルをインストールするには、VMware vSphereクライアントにログインし、VM-FEXドライバ
VIBまたはバンドルを cisco.comからローカルにコピーして、VUMにインポートする必要があり
ます。

VUMの設定については、VMware製品のマニュアルを参照してください。

ESX または ESXi 4.0, Update 3 か、ESX または ESXi 4.1, Update
1 および互換性のある  Cisco VM-FEX ドライバソフトウェ
アバンドルへのホストのアップグレード

この手順を使用して、ホストを ESX/ESXi 4.0, Update 3または 4.1, Update 1にアップグレードする
とともに Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルも同時にアップグレードが可能です。

この手順は、VMware VUMを使用して実行することもできます。詳細については、VUMを
使用した Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルのインストールまたはアップグレー
ド, （25ページ）および VMwareのマニュアルを参照してください。

（注）

はじめる前に

• ESXホストまたは ESXiホストのソフトウェアと Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバン
ドルを /tmpディレクトリにコピーしておきます。

使用している ESXまたは ESXiのバージョンと Cisco UCSリリースに合った正しい Cisco
VM-FEXドライバソフトウェアバンドルを決定するには、『Hardware and Software
Interoperability Matrix for B Series Servers』を参照してください。
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手順

ステップ 1 VMの電源を切断するか、すべての VMを別のホストに移行します。

ステップ 2 vmk0管理インターフェイスを vSwitchに移行します。

ステップ 3 ホストをパススルースイッチング（PTS）モードから削除します。

ステップ 4 ESXまたは ESXi 4.0, Update 1から ESXまたは ESXi 4.0, Update 3にアップグレードする場合は、
パススルースイッチング（PTS）を可能にするVIBをアンインストールします。アップグレード
を行わない場合は、ステップ 6に進みます。
a) 次のコマンドを入力して Cisco VM-FEXドライバ VIBを識別します。

esxupdate query --vib-view | grep cross_cisco | grep installed

出力に、削除すべき VIBパッケージが表示されます。

b) 次のコマンドを入力して VIBを削除します。
esxupdate -b VIB_package remove

例：

[root@serialport -]# esxupdate query --vib-view | grep cross_cisco | grep installed
[root@serialport -]# cross_cisco-vem-v100-esx_4.0.4.1.1.31-1.11.11 installed
2010-03-11T10:02:29.076573-05:00
[root@serialport -]# esxupdate -b cross_cisco-vem-v100-esx_4.0.4.1.1.31-1.11.11 remove

ステップ 5 ESXまたは ESXi 4.0, Update 1から ESXまたは ESXi 4.0, Update 3にホストをアップグレードする
場合は、ESXまたは ESXi Patch 04（ESX400-201001001.zip）と ESXまたは ESXi Patch 05
（ESX400-201003001.zip）を /tmpディレクトリにコピーしてインストールします（まだこれらを
インストールしていない場合）。アップグレードを行わない場合は、ステップ 6に進みます。
vihostupdate --install --bundle "[path to VMware Update offline patch]" --server [vsphere host IP address]"

例：

[root@serialport -]# vihostupdate --install --bundle "/tmp/Patch04/ESX400-201002001.zip"
--server 10.10.10.1
[root@serialport -]# vihostupdate --install --bundle
"/tmp/Patch05/BuiltByVMware/ESX/20100330/ESX400-201003001.zip" --server 10.10.10.1

ステップ 6 ESXまたは ESXiホストソフトウェアと Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルをコピー
したディレクトリに移動します。

例：

[root@serialport -]# cd tmp
[root@serialport tmp]#

ステップ 7 ホストをメンテナンスモードにします。

ステップ 8 次のように vihostupdateコマンドを入力します。
vihostupdate --install --bundle "[path to VMware Update offline bundle]", "[path to Cisco updated VEM
offline bundle] --server [vsphere host IP address]"

例：
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この例は、クライアントから vihostupdateコマンドを使用して ESX 4.0, Update 3にアップグレー
ドする方法を示しています。

[root@serialport tmp]# vihostupdate --install --bundle
"/tmp/update-from-esx4.0-4.0_update03.zip", "/root/UPGRADE/BL/VEM400-201101406.zip --server
10.10.10.1
Enter username: root
Enter password:
Please wait installation in progress …
The update completed successfully, but the system needs to be rebooted for the changes to
be effective.
[root@serialport tmp]#

例：

この例は、クライアントから vihostupdateコマンドを使用して ESX 4.1, Update 1にアップグレー
ドする方法を示しています。

[root@serialport tmp]# vihostupdate --install --bundle
"/tmp/update-from-esx4.1-4.1_update01.zip" , "/root/UPGRADE/BL/VEM410-201101407.zip" --server
10.10.10.1
Enter username: root
Enter password:
Please wait patch installation is in progress ...
The update completed successfully, but the system needs to be rebooted for the changes to
be effective.

ステップ 9 ホストをリブートします。

ステップ 10 インストールが正常に行われたことを確認します。インストールに成功すると、正しいESXまた
は ESXiのバージョンと、インストールされている正しい Cisco VM-FEXドライバソフトウェア
バンドルが表示されます。

例：

この例は、正しい Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルがインストールされたことを
確認する方法を示しています。

[root@serialport tmp]# esxupdate query --vib-view | grep cross_cisco | grep installed
cross_cisco-vem-v130-esx_4.2.1.1.4.0.0-1.20.1 installed
2011-08-18T00:01:07.104096+00:00
[root@serialport tmp]# vmkload_mod -l | grep vem
vem-v130-svs-mux 0x418035e73000 0x4000 0x417ff6d1fc40 0x1000 56 Yes

vem-v130-pts 0x418035e77000 0x16000 0x417ff6d193c0 0x1000 57 Yes

この例は、ESX 4.0, Update 3がインストールされたことを確認する方法を示しています。

[root@serialport tmp]# vmware -v
VMware ESX 4.0.0 build-398348
[root@serialport tmp]#

この例は、ESX 4.1, Update 1がインストールされたことを確認する方法を示しています。

[root@serialport tmp]# vmware -v

Cisco UCS Manager VM-FEX for VMware CLI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
   OL-25367-03 -J 27

Cisco VM-FEX ドライバソフトウェアバンドルのインストール
ESX または ESXi 4.0, Update 3 か、ESX または ESXi 4.1, Update 1 および互換性のある  Cisco VM-FEX ドライバ

ソフトウェアバンドルへのホストのアップグレード



VMware ESX 4.1.0 build-348481
[root@serialport tmp]#

ステップ 11 ホストをメンテナンスモードから削除します。

ステップ 12 ホストをパススルースイッチング（PTS）モードにします。

ステップ 13 vmk0管理インターフェイスを元のホストに移行します。

ステップ 14 VMの電源を投入するか、すべての VMを元のホストに移行します。

ESXi 5.0 および互換性のある  Cisco VM-FEX ドライバソフ
トウェアバンドルへのホストのアップグレード

互換性のある CiscoVM-FEXドライバソフトウェアバンドルを使用したESXi 5.0にホストをアッ
プグレードするには、CD、DVD、または USBドライブから対話形式でのアップグレードを使用
するか、VMware vSphereUpdateManager（VUM）を使用することができます（オンラインアップ
グレードとも呼びます）。

はじめる前に

ESXi 5.0ホストソフトウェアと Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルを /tmpディレク
トリにコピーしておきます。使用すべき正しい Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドル
を特定するには、『Hardware and Software Interoperability Matrix for B Series Servers』を参照してく
ださい。

手順

ステップ 1 Cisco UCSをリリース 1.4にアップグレードし、ESXまたは ESXiホストを次のいずれかのリリー
スにアップグレードします。

• Release 4.0, Update 3、 Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドル
v130-4.2.1.1.4.0.0-1.20.1.vib使用（または、VUMを使用していた場合は
v129-4.2.1.1.4.0.0-1.20.1.vib）

◦

◦ Release 4.1, Update 1、 Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドル
v130-4.2.1.1.4.0.0-2.0.1.vibを使用（または、VUMを使用していた場合は
v129-4.2.1.1.4.0.0-2.0.1.vib）

詳細については、ESXまたは ESXi 4.0, Update 3か、ESXまたは ESXi 4.1, Update 1および互換性
のある Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルへのホストのアップグレード, （25ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 2 Cisco UCSをリリース 2.0にアップグレードします。
詳細については、『Upgrading Cisco UCS from Release 1.4 to Release 2.0』を参照してください。
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ステップ 3 VM-FEX for VMwareにはカスタム .vibファイルを必要とする Cisco VM-FEXドライバが含まれて
いるので、 Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルを含むカスタム ESXインストール可
能 ISOファイルを作成します。このカスタム ESXインストール可能 ISOファイルは、ESXi 5.0
ホストアップグレードの一部としてインストールされます。

詳細については、VMwareの vSphere 5.0用『vSphereUpgrade』マニュアルの「UpgradingHosts That
Have Third-Party Custom VIBs」のセクションを参照してください。

ステップ 4 ホストを ESXi 5.0にアップグレードし、カスタム ESXインストール可能 ISOファイルをインス
トールします。

詳細については、VMwareの vSphere 5.0用『vSphere Upgrade』マニュアルを参照してください。

VUMを使用してホストを ESXi 5.0にアップグレードすることもできます。詳細につい
ては、VUMを使用したCisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルのインストール
またはアップグレード, （25ページ）および VMwareのマニュアルを参照してくださ
い。

（注）

ESXi 5.0 から ESXi 5.1 および互換性ある  Cisco VM-FEX ドラ
イバソフトウェアバンドルへのホストのアップグレー

ド
ESXi 5.1および互換性のある Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルへのホストのアッ
プグレードは、CD、DVD、または USBドライブからインタラクティブに行うことも、VMware
vSphere Update Manager（VUM）を使用して行うこともできます（オンラインアップグレードと
も呼ばれます）。

はじめる前に

ESXi 5.1ホストソフトウェアと Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルを /tmpディレク
トリにコピーしておきます。使用すべき正しい Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドル
を特定するには、『Hardware and Software Interoperability Matrix for B Series Servers』を参照してく
ださい。

手順

ステップ 1 Cisco UCSをリリース 1.4にアップグレードし、ESXまたは ESXiホストを次のいずれかのリリー
スにアップグレードします。

• Release 4.0, Update 3、 Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドル
v130-4.2.1.1.4.0.0-1.20.1.vib使用（または、VUMを使用していた場合は
v129-4.2.1.1.4.0.0-1.20.1.vib）

◦
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◦ Release 4.1, Update 1、 Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドル
v130-4.2.1.1.4.0.0-2.0.1.vibを使用（または、VUMを使用していた場合は
v129-4.2.1.1.4.0.0-2.0.1.vib）

詳細については、ESXまたは ESXi 4.0, Update 3か、ESXまたは ESXi 4.1, Update 1および互換性
のある Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルへのホストのアップグレード, （25ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 2 Cisco UCSをリリース 2.0にアップグレードします。
詳細については、『Upgrading Cisco UCS from Release 1.4 to Release 2.0』を参照してください。

ステップ 3 VM-FEX for VMwareにはカスタム .vibファイルを必要とする Cisco VM-FEXドライバが含まれて
いるので、 Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルを含むカスタム ESXインストール可
能 ISOファイルを作成します。このカスタム ESXインストール可能 ISOファイルは、ESXi 5.1
ホストアップグレードの一部としてインストールされます。

詳細については、VMwareの vSphere 5.1用『vSphereUpgrade』マニュアルの「UpgradingHosts That
Have Third-Party Custom VIBs」のセクションを参照してください。

ステップ 4 ホストを ESXi 5.1にアップグレードし、カスタム ESXインストール可能 ISOファイルをインス
トールします。

詳細については、VMwareの vSphere 5.1用『vSphere Upgrade』マニュアルを参照してください。

VUMを使用してホストを ESXi 5.1にアップグレードすることもできます。詳細につい
ては、VUMを使用したCisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルのインストール
またはアップグレード, （25ページ）および VMwareのマニュアルを参照してくださ
い。

（注）

ESXi 5.1 および互換性のある  Cisco VM-FEX ドライバソフ
トウェアバンドルへのホストのアップグレード

ESXi 5.1および互換性のある Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルへのホストのアッ
プグレードは、CD、DVD、または USBドライブからインタラクティブに行うことも、VMware
vSphere Update Manager（VUM）を使用して行うこともできます（オンラインアップグレードと
も呼ばれます）。

はじめる前に

ESXi 5.1ホストソフトウェアと Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルを /tmpディレク
トリにコピーしておきます。使用すべき正しい Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドル
を特定するには、『Hardware and Software Interoperability Matrix for B Series Servers』を参照してく
ださい。
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手順

ステップ 1 Cisco UCSをリリース 1.4にアップグレードし、ESXまたは ESXiホストを次のいずれかのリリー
スにアップグレードします。

• Release 4.0, Update 3、 Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドル
v130-4.2.1.1.4.0.0-1.20.1.vib使用（または、VUMを使用していた場合は
v129-4.2.1.1.4.0.0-1.20.1.vib）

◦

◦ Release 4.1, Update 1、 Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドル
v130-4.2.1.1.4.0.0-2.0.1.vibを使用（または、VUMを使用していた場合は
v129-4.2.1.1.4.0.0-2.0.1.vib）

詳細については、ESXまたは ESXi 4.0, Update 3か、ESXまたは ESXi 4.1, Update 1および互換性
のある Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルへのホストのアップグレード, （25ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 2 Cisco UCSをリリース 2.0にアップグレードします。
詳細については、『Upgrading Cisco UCS from Release 1.4 to Release 2.0』を参照してください。

ステップ 3 VM-FEX forVMwareには、カスタム .vibファイルが必要なCiscoVEMがあるため、CiscoVM-FEX
ドライバソフトウェアバンドルを含むカスタム ESXインストール可能 ISOファイルを作成しま
す。このカスタム ESXインストール可能 ISOファイルは、ESXi 5.1ホストアップグレードの一
部としてインストールされます。

詳細については、VMwareの vSphere 5.0用『vSphereUpgrade』マニュアルの「UpgradingHosts That
Have Third-Party Custom VIBs」のセクションを参照してください。

ステップ 4 ホストを ESXi 5.1にアップグレードし、カスタム ESXインストール可能 ISOファイルをインス
トールします。

詳細については、VMwareの vSphere 5.1用『vSphere Upgrade』マニュアルを参照してください。

インストーラにより「DISTRIBUTED_VIRTUAL_SWITCHWARNING: Host contains DVS
VIB(s) that have no substitute on the ISO」という警告が表示された場合は、Enterキーを押
して続行してください。

（注）

VUMを使用してホストを ESXi 5.1にアップグレードすることもできます。詳細につい
ては、VUMを使用したCisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルのインストール
またはアップグレード, （25ページ）および VMwareのマニュアルを参照してくださ
い。

VUMを使用してアップグレードする場合、修復時は [Remove installed third-party software
that is incompatible with the upgrade, and continue with the remediation]チェックボックスを
オンにして修復を続行します。

（注）
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ESX または ESXi ホストにおける  Cisco VM-FEX ドライバ
ソフトウェアバンドルのインストールまたはアップグ

レード
ホスト上に Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルをインストールするには、次の手順
に従います。

この手順は、VMware VUMを使用して実行することもできます。詳細については、VUMを
使用した Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルのインストールまたはアップグレー
ド, （25ページ）および VMwareのマニュアルを参照してください。

（注）

はじめる前に

• ESXホストまたは ESXiホストのソフトウェアと Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバン
ドルを /tmpディレクトリにコピーしておきます。

使用している ESXまたは ESXiのバージョンと Cisco UCSリリースに合った正しい Cisco
VM-FEXドライバソフトウェアバンドルを決定するには、『Hardware and Software
Interoperability Matrix for B Series Servers』を参照してください。

手順

ステップ 1 ESXまたは ESXiホストソフトウェアと Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルをコピー
したディレクトリに移動します。

例：

[root@serialport -]# cd tmp
[root@serialport tmp]#

ステップ 2 ホストがESXiRelease 5にある場合は、ステップ 3に進みます。ホストがESXまたはESXiRelease
4.0または 4.1にある場合は、次のいずれかを実行します。

•このインストールまたはアップグレードをクライアントからリモートで行う場合は、ホスト
をメンテナンスモードにし、次の vihostupdateコマンドを入力します。

vihostupdate --install --bundle [path to desired offline Cisco VM-FEXDriver software bundle] --server
[vsphere host IP address]

例：
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次の例は、Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルをリモートでインストールまたはアッ
プグレードする方法を示しています。

[root@serialport ~]# vihostupdate --install --bundle VEM400-201108405.zip --server 192.0.2.1
Enter username: root
Enter password:
Please wait patch installation is in progress ...
Host updated successfully.

•このインストールまたはアップグレードを ESX/ESXiホストでローカルに実行する場合は、
各ホストに個別にログインし、/tmpディレクトリで esxupdateコマンドを使用して、Cisco
VM-FEXドライバソフトウェアをインストールします。このコマンドは、ソフトウェアを
手動でホストにロードして、カーネルモジュールをロードし、実行中のシステム上で Cisco
VM-FEX Driver Agentを起動します。
esxupdate --bundle [VMware offline update bundle] update

例：

次の例は、ホスト上でローカルに Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルをインストー
ルまたはアップグレードする方法を示しています。

~ # esxupdate -b cross_cisco-vem-v132-4.2.1.1.4.1.0-1.20.4.vib update
cross_cisco-vem-v132-4.2.1.1.4.1.0-1.20.4.vib
############################################################################################
[100%]

Unpacking cross_cisco-vem-v132-esx_4.2.1.1.4.1.0-1.20.4.vib
############################################################################################
[100%]

Installing packages :cross_cisco-vem-v132-esx_4.2.1.1.4.1.0-1.2..
############################################################################################
[100%]

Running [/usr/sbin/vmkmod-install.sh]...
ok.

ステップ 3 ホストが ESXi Release 5.0にある場合は、次のいずれかを実行します。

•このインストールまたはアップグレードをクライアントからリモートで行う場合は、ホスト
をメンテナンスモードにし、次のように esxcliコマンドを入力します。

esxcli --server Server-IP-Address software vib install --viburl URL-Path-to-vib

例：

次の例は、このインストールまたはアップグレードをクライアントからリモートで実行する方法

を示しています。

# esxcli --server 30.20.41.197 software vib install --viburl
http://192.0.2.1/cross_cisco-vem-v132-4.2.1.1.4.1.0-3.0.4.vib
Enter username: root
Enter password:
Installation Result

Message: Operation finished successfully.
Reboot Required: false
VIBs Installed: Cisco_bootbank_cisco-vem-v132-esx_4.2.1.1.4.1.0-3.0.4
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VIBs Removed:
VIBs Skipped:

•このインストールまたはアップグレードをホスト上でローカルに実行する場合は、各ホスト
に個別にログインし、/tmpディレクトリで次のコマンドを入力します。
esxcli software vib install -v /vib-file

例：

次の例は、このインストールまたはアップグレードをホスト上でローカルに実行する方法を示し

ています。

# esxcli software vib install -v /cross_cisco-vem-v132-4.2.1.1.4.1.0-3.0.4.vib
Installation Result

Message: Operation finished successfully.
Reboot Required: false
VIBs Installed: Cisco_bootbank_cisco-vem-v132-esx_4.2.1.1.4.1.0-3.0.4
VIBs Removed:
VIBs Skipped:

ステップ 4 （任意）次のコマンドを使用して、CiscoVM-FEXドライバソフトウェアバンドルのインストー
ルまたはアップグレードがESXまたはESXi4.0、4.1、5.0ホスト上で成功したことを確認します。
esxcli software vib get | grep name

vmkload_mod -l |grep pts

例：

次の例は、Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルのインストールまたはアップグレード
が ESX 4.1ホスト上で成功したことを確認する方法を示しています。

~ # esxupdate query --v |grep cisco
cross_cisco-vem-v132-esx_4.2.1.1.4.1.0-2.0.4 installed
2011-09-04T20:03:24.794110+00:00
~ # vmkload_mod -l |grep pts
mptsas 2 256
vem-v132-pts 0 132
~ #
#

Cisco VM-FEX ドライバソフトウェアバンドルのアンイン
ストール

ホストから Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルをアンインストールするには、次の
手順に従います。使用するコマンドは、ホストからソフトウェアを削除し、カーネルモジュール

を削除し、実行システムで VEM Agentを停止します。

はじめる前に

•ホストがどの DVSにも属していないことを確認します。確認するには、次に示すアクティ
ブポートをすべて DVSから削除します。
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VMwareカーネル NIC•

•仮想スイッチインターフェイス

•仮想 NIC

•セキュアシェル（SSH）を使用して ESXまたは ESXiホストにリモートでログインしておき
ます。

手順

ステップ 1 ホストが ESXiリリース 5.0にある場合は、ステップ 2に進みます。ホストが ESXまたは ESXi
リリース 4.0または 4.1にある場合は、esxupdate remove -b VEM_nameコマンドを使用して Cisco
VM-FEXドライバソフトウェアバンドルをアンインストールします。

例：

次の例は、ESXまたは ESXiリリース 4.1のホストから Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバ
ンドルを削除する方法を示しています。

[root@serialport ~]# esxupdate remove -b cross_cisco-vem-v132-esx_4.2.1.1.4.1.0-2.0.4
Removing cisco-vem-v132-esx
#######################################################################################
[100%]

Running [/usr/sbin/vmkmod-install.sh]...
ok.
[root@serialport ~]# esxupdate query --v |grep cisco
cross_cisco-vem-v132-esx_4.2.1.1.4.1.0-2.0.4 uninstalled

2011-09-05T09:04:51.096141-07:00
[root@serialport ~]#

ステップ 2 ESXi 5.0ホストの場合は、esxcli software vib remove -n --maintenance-mode [Cisco VM-FEX

Driver bundle software name]コマンドを使用して Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンド
ルをアンインストールします。

例：

次の例は、ESXiリリース 5.0のホストから Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンドルを削
除する方法を示しています。

# esxcli software vib remove --maintenance-mode -n cisco-vem-v132-esx
Removal Result

Message: Operation finished successfully.
Reboot Required: false
VIBs Installed:
VIBs Removed: Cisco_bootbank_cisco-vem-v132-esx_4.2.1.1.4.1.0-3.0.4
VIBs Skipped:

ステップ 3 ホストが ESXiリリース 5.0にある場合は、ステップ 4に進みます。ホストが ESXまたは ESXi
リリース 4.0または 4.1にある場合は、esxupdate query --v |grep ciscoコマンドの出力を確認し

て、ソフトウェアが正常にアンインストールされたことを確認します。

例：
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次の例は、ESXまたは ESXiリリース 4.1ホストで Cisco VM-FEXドライバソフトウェアバンド
ルが正常にアンインストールされたことを確認する方法を示しています。

[root@serialport ~]# esxupdate query --v |grep cisco
cross_cisco-vem-v132-esx_4.2.1.1.4.1.0-2.0.4 uninstalled

2011-09-05T09:04:51.096141-07:00
[root@serialport ~]#

ステップ 4 ESXi 5.0ホストの場合は、 esxcli software vib get | grep ciscoコマンドの出力を確認して、ソフト
ウェアが正常にアンインストールされたことを確認します。

例：

~ # esxcli software vib get |grep cisco
~ #

ステップ 5 システムをリブートします。
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第 4 章

Cisco UCS Manager の VMware vCenter への接
続

この章は、次の内容で構成されています。

• 拡張キーを使用した接続, 37 ページ

• （オプション）vCenter拡張キーの修正, 37 ページ

• vCenter拡張ファイルのエクスポート： Cisco UCS Manager , 38 ページ

• VMware vCenterでの vCenter拡張ファイルの登録, 39 ページ

• VM-FEXの証明書の設定, 40 ページ

• VM-FEX for VMwareの証明書の作成, 40 ページ

• ファブリックインターコネクトへの証明書のコピー, 41 ページ

• VM-FEX for VMwareの証明書の削除, 42 ページ

拡張キーを使用した接続

（オプション）vCenter 拡張キーの修正
デフォルトの IDよりもわかりやすい文字列に vCenter拡張キーを変更することがきます。これに
より、システムの識別がより容易になります。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All]ノードを展開します。

ステップ 3 [VM]タブで、[VMWare]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Modify Extension Key]をクリックします。

ステップ 6 [Modify Extension Key]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Key]フィールドで、必要に応じてキーを修正します。

vCenter拡張キーに使用できる最大文字数は 33文字です。これらの文字には、英数字またはハ
イフンを使用できます。その他の文字やスペースは拡張キーには使用できません。

b) [OK]をクリックします。

次の作業

Cisco UCS Managerから 1つまたは複数の vCenter拡張ファイルをエクスポートします。

vCenter 拡張ファイルのエクスポート：Cisco UCS Manager
使用している VMware vCenterのバージョンによって、1つの拡張ファイルまたは 9つの拡張ファ
イルの集合を生成できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All]ノードを展開します。

ステップ 3 [VM]タブで、[VMWare]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、次のリンクのいずれかをクリックします。

説明オプション

vCenter Version 4.0 Update 1以降の場合。Export vCenter Extension

vCenter Version 4.0の場合Export Multiple vCenter Extensions

ステップ 6 [Export vCenter Extension]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Save Location]フィールドに、拡張ファイルを保存するディレクトリへのパスを入力します。
パスが不明である場合は、[...]ボタンをクリックして保存場所を参照します。
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b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerによって拡張ファイルが生成され、指定の場所に保存されます。

次の作業

VMware vCenterに vCenter拡張ファイルを登録します。

VMware vCenter での vCenter 拡張ファイルの登録
VMware vCenterでは、vCenter拡張ファイルはプラグインと呼ばれます。

はじめる前に

CiscoUCSManagerから vCenter拡張ファイルをエクスポートします。エクスポートされた vCenter
拡張ファイルは、VMware vCenterからアクセス可能な場所に保存してください。

手順

ステップ 1 VMware vCenterで、[Plug-ins] > [Manage Plug-ins]を選択します。

ステップ 2 [Plug-in Manager]ダイアログボックスで、[Available Plug-ins]セクションの下の空いているスペー
スを右クリックし、[New Plug-in]をクリックします。

ステップ 3 [Browse]をクリックし、vCenter拡張ファイルが保存されている場所に移動します。

ステップ 4 vCenter拡張ファイルをクリックし、[Open]をクリックします。

ステップ 5 [Register Plug-in]をクリックします。

ステップ 6 [Security Warning]ダイアログボックスが表示されたら、[Ignore]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
vCenter拡張ファイルが、使用可能な VMware vCenterプラグインとして登録されます。プラグイ
ンをインストールする必要はありません。代わりに、使用可能な状態のままにしておきます。複

数のvCenter拡張ファイルを登録している場合は、すべてのファイルが登録されるまでこの手順を
繰り返します。
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VM-FEX の証明書の設定

VM-FEX for VMwareの証明書の作成
はじめる前に

証明書をファブリックインターコネクトにコピーします。

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

システム仮想マシン（VM）管理モードを
開始します。

UCS-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

システム VM管理 VMwareモードを開始
します。

UCS-A /system/vm-mgmt # scope
vmware

ステップ 3   

システム VM管理 VMware証明書ストア
モードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt /vmware #
scope cert-store

ステップ 4   

VM-FEX for VMwareの指定の証明書を作
成し、システム VM管理 VMware証明書
ストア証明書モードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/cert-store # create certificate
certificate-name

ステップ 5   

VM-FEX for VMwareの証明書として使用
する既存の証明書の場所とファイル名を

指定します。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/cert-store/certificate # set
location {volatile | workspace} path
path certfile file-name

ステップ 6   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/cert-store/certificate #
commit-buffer

ステップ 7   

次の例は、VM-FEX for VMwareの証明書を作成し、トランザクションをコミットする方法を示し
ています。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope cert-store
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/cert-store # create certificate VnLinkCertificate
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/cert-store/certificate* # set location workspace path /temp
certfile certificate.txt
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/cert-store/certificate* # commit-buffer
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/cert-store/certificate #
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ファブリックインターコネクトへの証明書のコピー

はじめる前に

証明書を取得します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ローカル管理モードを開始します。UCS-A# connect local-mgmtステップ 1   

コピー元からコピー先まで証明書をコピーします。

from-filesystem: 引数には、次のいずれかの構文を使
用します。

UCS-A(local-mgmt)# copy
from-filesystem: [ from-path ]
filename to-filesystem: [ to-path ]
filename

ステップ 2   

• ftp:// username@server-ip-addr

• scp:// username@server-ip-addr

• sftp:// username@server-ip-addr

• tftp:// server-ip-addr : port-num

to-filesystem: 引数には、次のいずれかの構文を使用
します。

• Volatile:

•Workspace:

次の例は、FTPを使用して証明書（certificate.txt）を作業スペースの tempフォルダにコピーする
方法を示しています。

UCS-A # connect local-mgmt
Cisco UCS 6100 Series Fabric Interconnect

TAC support: http://www.cisco.com/tac

Copyright (c) 2009, Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

The copyrights to certain works contained herein are owned by
other third parties and are used and distributed under license.
Some parts of this software may be covered under the GNU Public
License or the GNU Lesser General Public License. A copy of
each such license is available at
http://www.gnu.org/licenses/gpl.html and
http://www.gnu.org/licenses/lgpl.html

UCS-A(local-mgmt)# copy ftp://192.168.10.10/certs/certificate.txt
workspace:/temp/certificate.txt
UCS-A(local-mgmt)#
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次の作業

VM-FEXの証明書を作成します。

VM-FEX for VMwareの証明書の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

システム仮想マシン（VM）管理モード
を開始します。

UCS-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

システム VM管理 VMwareモードを開
始します。

UCS-A /system/vm-mgmt # scope
vmware

ステップ 3   

システム VM管理 VMware証明書スト
アモードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt /vmware #
scope cert-store

ステップ 4   

VM-FEX for VMwareの指定した証明書
を削除します。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/cert-store # delete certificate
certificate-name

ステップ 5   

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/cert-store # commit-buffer

ステップ 6   

次の例は、VM-FEX for VMwareの証明書を削除し、トランザクションをコミットする方法を示し
ています。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope cert-store
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/cert-store # delete certificate VnLinkCertificate
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/cert-store* # commit-buffer
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/cert-store #
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第 5 章

Cisco UCS での分散仮想スイッチの設定

この章は、次の内容で構成されています。

• 分散仮想スイッチ, 43 ページ

• DVSの作成の概要： Cisco UCS Manager, 43 ページ

• 分散仮想スイッチの設定, 44 ページ

• 分散仮想スイッチの管理, 46 ページ

分散仮想スイッチ
CiscoUCSの分散仮想スイッチ（DVS）は、ESXハイパーバイザの vSwitchに沿って動作するソフ
トウェアベースの仮想スイッチであり、複数のESXホストに分散できます。独自のローカルポー
ト設定を使用する vSwitchとは異なり、複数のESXホストと関連付けられたDVSはすべてのESX
ホストで同じポート設定を使用します。

ESXホストと DVSの関連付けが行われると、vSwitchの代わりに DVSを使用するために vSwitch
から DVSに既存の VMを移行できます。 VM-FEX for VMwareの実装により、VMが DVSを使用
する場合、すべての VMトラフィックが DVSをパススルーし、ファブリックインターコネクト
によって ASICベースのスイッチングが行われます。

DVS の作成の概要： Cisco UCS Manager
Cisco UCS Managerで分散仮想スイッチ（DVS）を作成するには、まず vCenter、vCenterの下に
データセンター、およびデータセンターの下にデータセンターフォルダを作成する必要がありま

す。その後、データフォルダに DVSを作成できます。 Cisco UCS Managerで指定する vCenter名
は、VMware vCenterに指定されている vCneter名と一致する必要はありませんが、Cisco UCS
Managerで指定するデータセンター名は VMware vCenterに指定されているデータセンター名と一
致する必要があります。 Cisco UCS Managerで作成するデータセンターフォルダと DVSは、
VMware vCenterにプッシュされます。
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分散仮想スイッチの設定

はじめる前に

最初にVMware vCenterでデータセンターを作成する必要があります。フォルダはVMware vCenter
のデータセンターや DVSの内部に作成しないでください。

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

システム仮想マシン（VM）管理モードを開始しま
す。

UCS-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

システム VM管理 VMwareモードを開始します。UCS-A /system/vm-mgmt # scope
vmware

ステップ 3   

指定された vCenterを作成し、システム VM管理
VMware vCenterモードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt /vmware
# create vcenter vcenter-name

ステップ 4   

Cisco UCS Managerの vCenterに関連付けられたリ
モート vCenterサーバインスタンスのホスト名また
は IPアドレスを指定します。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter # set hostname
{hostname | ip-addr}

ステップ 5   

IPv4または IPv6アドレスではなくホスト
名を使用する場合、でDNSサーバを設定
する必要があります。CiscoUCSドメイン
が Cisco UCS Centralに登録されていない
か、DNS管理が [ローカル]に設定されて
いる場合は、Cisco UCS Managerで DNS
サーバを設定します。CiscoUCSドメイン
CiscoUCSCentralに登録されていないか、
DNS管理が [グローバル]に設定されてい
る場合は、Cisco UCS Centralで DNSサー
バを設定します。

（注）

[vCenter Server Port]フィールドで vCenterの HTTP
ポート番号を指定します。デフォルトのポート番号

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter # set port
port-num

ステップ 6   

80がデフォルトとしてこのフィールドに表示されま
す。通信は HTTPSで行われますが、vCenterは
HTTPポートでパケットを受信します。有効な範囲
は 1～ 65355です。

vCenterの説明を入力します。UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter # set description
description

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

説明にスペース、特殊文字、または句読

点が含まれている場合、説明を引用符で

括る必要があります。引用符は showコ
マンド出力の説明フィールドには表示さ

れません。

（注）

（任意）

指定した vCenterフォルダを作成します。
UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter # create folder
folder-name

ステップ 8   

vCenterには複数のデータセンターが含ま
れている可能性がありますが、いずれも

vCenterフォルダに含まれている必要はあ
りません。このため、vCenterフォルダは
組織で必要な場合のみ、任意で使用され

ます。

（注）

指定されたデータセンターを作成し、システムVM
管理 VMware vCenterデータセンターモードを開始
します。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter/ # create
data-center data-center-name

ステップ 9   

CiscoUCSManagerで指定したデータセンター名は、
VMwarevCenterで作成済みのデータセンターの名前
と一致している必要があります。

指定されたデータセンターフォルダを作成し、シス

テム VM管理 VMware vCenterデータセンターフォ
ルダモードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter/data-center #
create folder folder-name

ステップ 10   

少なくとも 1つのデータセンターフォル
ダが必要です。データセンターの下に分

散仮想スイッチ（DVS）を直接作成する
ことはできません。このため、データセ

ンターフォルダにDVSを作成する必要が
あります。

（注）

指定された DVSを作成し、システム VM管理
VMware vCenterデータセンターフォルダ分散仮想
スイッチモードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter/data-center/folder
# create
distributed-virtual-switch
dvs-name

ステップ 11   

DVSをディセーブルまたはイネーブルにします。UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter/data-center

ステップ 12   

DVSを無効にした場合、Cisco UCSManagerはDVS
に関連する設定の変更をVMwarevCenterにプッシュ
しません。

/folder/distributed-virtual-switch #
{disable | enable}
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter/data-center/folder
/distributed-virtual-switch #
commit-buffer

ステップ 13   

次に、vCenter、VMware vCenterのデータセンターとまったく同じ名前のデータセンター、および
DVSを、Engineeringという名前のデータセンターフォルダに作成し、トランザクションをコミッ
トする方法を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # create vcenter MyVcenter
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter* # set hostname 192.168.10.10
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter* # set port 1230
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter* # set description "vCenter running on my laptop"
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter* # create data-center MyDatacenter
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter/data-center* # create folder Engineering
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter/data-center/folder* # create distributed-virtual-switch
LabSwitch
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter/data-center/folder/distributed-virtual-switch* # enable
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter/data-center/folder/distributed-virtual-switch* #
commit-buffer
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter/data-center/folder/distributed-virtual-switch #

分散仮想スイッチの管理

vCenter へのフォルダの追加

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

システム仮想マシン（VM）管理モードを開始
します。

UCS-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

システム VM管理 VMwareモードを開始しま
す。

UCS-A /system/vm-mgmt # scope
vmware

ステップ 3   

指定された vCenterのシステムVM管理VMware
vCenterモードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt /vmware
# scope vcenter vcenter-name

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

指定された vCenterフォルダを作成し、システ
ム VM管理 VMware vCenterフォルダモードを
開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter # create folder
folder-name

ステップ 5   

vCenterには複数のデータセンターが
含まれている可能性がありますが、

いずれもvCenterフォルダに含まれて
いる必要はありません。このため、

vCenterフォルダは組織で必要な場合
のみ、任意で使用されます。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter/folder #
commit-buffer

ステップ 6   

次に、Labs 5という vCenterフォルダをMyVcenterという vCenterに追加し、トランザクションを
コミットする例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope vcenter MyVcenter
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter* # create folder Lab5
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter/folder* # commit-buffer
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter/folder #

vCenter へのデータセンターの追加

はじめる前に

最初にVMware vCenterでデータセンターを作成する必要があります。フォルダはVMware vCenter
のデータセンターや DVSの内部に作成しないでください。

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

システム仮想マシン（VM）管理モード
を開始します。

UCS-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

システム VM管理 VMwareモードを開
始します。

UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmwareステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

指定された vCenterのシステムVM管理
VMware vCenterモードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope
vcenter vcenter-name

ステップ 4   

（任意）

指定されたフォルダのシステム VM管
理VMware vCenterフォルダモードを開
始します。

UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter #
scope folder folder-name

ステップ 5   

指定されたデータセンターを作成し、

システム VM管理 VMware vCenterデー
タセンターモードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter/ #
create data-center data-center-name

ステップ 6   

Cisco UCS Managerで指定したデータセ
ンター名は、VMware vCenterで作成済
みのデータセンターの名前と一致して

いる必要があります。

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/vcenter/data-center
# commit-buffer

ステップ 7   

次に、SQA-DatacenterというデータセンターをMyVcenterという vCenterに追加し、トランザク
ションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope vcenter MyVcenter
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter* # create data-center SQA-Datacenter
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter/data-center* # commit-buffer
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter/data-center #

データセンターへのフォルダの追加

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

システム仮想マシン（VM）管理モードを
開始します。

UCS-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

システムVM管理VMwareモードを開始し
ます。

UCS-A /system/vm-mgmt # scope
vmware

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

指定された vCenterのシステム VM管理
VMware vCenterモードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt /vmware #
scope vcenter vcenter-name

ステップ 4   

（任意）

指定されたフォルダのシステム VM管理
VMware vCenterフォルダモードを開始し
ます。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter # scope folder
folder-name

ステップ 5   

指定されたデータセンターのシステム VM
管理 VMware vCenterデータセンターモー
ドを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter/ # scope data-center
data-center-name

ステップ 6   

指定されたデータセンターフォルダを作成

し、システムVM管理VMware vCenterデー
タセンターフォルダモードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter/data-center # create
folder folder-name

ステップ 7   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter/data-center/folder #
commit-buffer

ステップ 8   

次に、SoftwareQAというデータセンターフォルダをMyDatacenterというデータセンターに追加
し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope vcenter MyVcenter
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter* # scope data-center MyDatacenter
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter/data-center* # create folder SoftwareQA
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter/data-center/folder* # commit-buffer
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter/data-center/folder #

vCenter からのフォルダの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

システム仮想マシン（VM）管理モード
を開始します。

UCS-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

システムVM管理VMwareモードを開始
します。

UCS-A /system/vm-mgmt # scope
vmware

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

指定された vCenterのシステム VM管理
VMware vCenterモードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt /vmware #
scope vcenter vcenter-name

ステップ 4   

（任意）

指定した vCenterフォルダを削除しま
す。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter # delete folder
folder-name

ステップ 5   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter # commit-buffer

ステップ 6   

次に、Labs 5という vCenterフォルダをMyVcenterという vCenterから削除し、トランザクション
をコミットする例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope vcenter MyVcenter
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter # delete folder Lab5
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter* # commit-buffer
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter #

vCenter からのデータセンターの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

システム仮想マシン（VM）管理モードを開
始します。

UCS-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

システム VM管理 VMwareモードを開始し
ます。

UCS-A /system/vm-mgmt # scope
vmware

ステップ 3   

指定された vCenterのシステム VM管理
VMware vCenterモードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt/vmware #
scope vcenter vcenter-name

ステップ 4   

（任意）

指定されたフォルダのシステム VM管理
VMware vCenterフォルダモードを開始しま
す。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/vcenter #
scope folder folder-name

ステップ 5   

指定されたデータセンターを削除します。

Cisco UCS Managerで指定するデータセン
UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/vcenter/ #
delete data-center data-center-name

ステップ 6   

ター名は、vCenterサーバで以前に作成した
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目的コマンドまたはアクション

データセンター名と正確に一致している必

要があります。

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/vcenter #
commit-buffer

ステップ 7   

次に、SQA-DatacenterというデータセンターをMyVcenterという vCenterから削除し、トランザク
ションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope vcenter MyVcenter
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter* # delete data-center SQA-Datacenter
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter* # commit-buffer
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter #

データセンターからのフォルダの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

システム仮想マシン（VM）管理モードを
開始します。

UCS-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

システム VM管理 VMwareモードを開始
します。

UCS-A /system/vm-mgmt # scope
vmware

ステップ 3   

指定された vCenterのシステム VM管理
VMware vCenterモードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt /vmware #
scope vcenter vcenter-name

ステップ 4   

（任意）

指定されたフォルダのシステム VM管理
VMware vCenterフォルダモードを開始し
ます。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter # scope folder
folder-name

ステップ 5   

指定されたデータセンターのシステムVM
管理VMware vCenterデータセンターモー
ドを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter/ # scope data-center
data-center-name

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

指定されたデータセンターフォルダを削

除します。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter/data-center # delete
folder folder-name

ステップ 7   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/vcenter/data-center #
commit-buffer

ステップ 8   

次に、SoftwareQAという名前のデータセンターフォルダをMyDatacenterという名前のデータセ
ンターから削除してトランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope vcenter MyVcenter
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter # scope data-center MyDatacenter
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter/data-center # delete folder SoftwareQA
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter/data-center* # commit-buffer
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/vcenter/data-center #
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第 6 章

ポートプロファイルの設定

この章は、次の内容で構成されています。

• ポートプロファイル, 53 ページ

• ポートプロファイルの作成, 54 ページ

• ポートプロファイルの削除, 55 ページ

• ポートプロファイルへのネームド VLANの追加, 56 ページ

• ポートプロファイルからのネームド VLANの削除, 58 ページ

• ポートプロファイルクライアント, 58 ページ

• ポートプロファイルへのポートプロファイルクライアントの追加, 59 ページ

• ポートプロファイルからのポートプロファイルクライアントの削除, 61 ページ

ポートプロファイル
ポートプロファイルには、VM-FEX用に仮想インターフェイスを Cisco UCSで設定するために使
用できるプロパティと設定があります。ポートプロファイルは、Cisco UCS Managerで作成およ
び管理されます。 1つ以上の DVSによってポートプロファイルが作成され、割り当てられ、ア
クティブに使用された後に、Cisco UCS Managerでポートプロファイルのネットワーキングプロ
パティが変更されると、変更がすぐにそれらの DVSに適用されます。

VMware vCenterでは、ポートプロファイルはポートグループとして表現されます。 Cisco UCS
Managerはポートプロファイル名を VMware vCenterにプッシュし、vCenterはポートグループと
して名前を表示します。 VMware vCenterでは、ポートプロファイル内の特定のネットワーキン
グプロパティや設定を表示できません。 Cisco UCS Managerでポートプロファイルを VMware
vCenterにプッシュさせる場合、ポートプロファイルに少なくとも 1つのポートプロファイルク
ライアントを設定する必要があります。
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ポートプロファイルの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

システム仮想マシン（VM）管理モー
ドを開始します。

UCS-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

VMwareモードを開始します。UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmwareステップ 3   

システムVM管理VMwareプロファイ
ルセットモードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope
profile-set

ステップ 4   

指定したポートプロファイルが作成さ

れ、システム VM管理 VMwareプロ
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set #
create port-profile profile-name

ステップ 5   

ファイルセットポートプロファイル

モードが開始します。

（任意）

ポートプロファイルの説明を入力しま

す。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile
# set descr description

ステップ 6   

説明にスペース、特殊文字、

または句読点が含まれている

場合、説明を引用符で括る必

要があります。引用符は

showコマンド出力の説明
フィールドには表示されませ

ん。

（注）

次のいずれかのオプションを選択でき

ます。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile
# set host-nwio-perf {high-performance | none}

ステップ 7   

•ハイパフォーマンス

• none

ポートプロファイルが使用できるポー

トの最大数を指定します。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile
# set max-ports max-num

ステップ 8   

�つのポートプロファイルに関連付け
ることができるポートの最大数は4096
です。デフォルトは 64ポートです。
DVSに複数のポートプロファイルが
関連付けられている場合は、最大4096
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目的コマンドまたはアクション

のポートを使用するように各ポートプ

ロファイルクライアントを設定できま

す。

ポートプロファイルに使用するよう

に、ネットワーク制御ポリシーを指定

します。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile
# set nw-control-policy policy-name

ステップ 9   

ポートプロファイルに使用するよう

に、LAN pinグループを指定します。
UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile
# set pin-group group-name

ステップ 10   

ポートプロファイルに使用するよう

に、QoSポリシーを指定します。
UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile
# set qos-policy policy-name

ステップ 11   

トランザクションをコミットします。UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile
# commit-buffer

ステップ 12   

次に、MyProfileという名前のポートプロファイルを作成および設定して、トランザクションをコ
ミットする例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope profile-set
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set # create port-profile MyProfile
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile* # set descr "This is my port profile"
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile* # set host-nwio-perf high-performance
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile* # set max-ports 24
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile* # set nw-control-policy ncp5
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile* # set pin-group PinGroup54
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile* # set qos-policy QosPolicy34
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile* # commit-buffer
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile #

次の作業

ポートプロファイルにポートプロファイルクライアントを追加します。

ポートプロファイルの削除
VMがポートプロファイルをアクティブに使用している場合、そのポートプロファイルは削除で
きません。
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手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

システム仮想マシン（VM）管理モードを
開始します。

UCS-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

VMwareモードを開始します。UCS-A /system/vm-mgmt # scope
vmware

ステップ 3   

システム VM管理 VMwareプロファイル
セットモードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt/vmware #
scope profile-set

ステップ 4   

指定されたポートプロファイルを削除しま

す。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set
# delete port-profile profile-name

ステップ 5   

トランザクションをコミットします。UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set
# commit-buffer

ステップ 6   

Cisco UCS Managerはポートプロファイル
と、関連付けられたすべてのポートプロ

ファイルクライアントを削除します。

次に、MyProfileという名前のポートプロファイルを削除して、トランザクションをコミットする
例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope profile-set
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set # delete port-profile MyProfile
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set* # commit-buffer
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set #

ポートプロファイルへのネームド VLAN の追加

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

システム仮想マシン（VM）管理
モードを開始します。

UCS-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

VMwareモードを開始します。UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmwareステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

システム VM管理 VMwareプロ
ファイルセットモードを開始し

ます。

UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope profile-setステップ 4   

指定したポートプロファイルに

対して、システム VM管理
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set # scope
port-profile profile-name

ステップ 5   

VMwareプロファイルセットポー
トプロファイルモードを開始し

ます。

ポートプロファイルに使用する

ように、ネームド VLANを指定
します。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile #
create vlan vlan-name

ステップ 6   

ゲストVLANトランキ
ングに複数のVLANを
作成できます。

（注）

（任意）

UCSManagerのネイティブVLAN
としてデフォルトネット VLAN
を設定します。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile/vlan
# set default-net no

ステップ 7   

トランザクションをコミットしま

す。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile/vlan
# commit-buffer

ステップ 8   

次に、accountingという名前の VLANをMyProfileという名前のポートプロファイルに追加し、
VLANを非ネイティブとして設定して、トランザクションをコミットする例を示します。
UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware# scope profile-set
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set # scope port-profile MyProfile
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile # create vlan accounting
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile/vlan* # set default-net no
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile/vlan* # commit-buffer
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile/vlan #
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ポートプロファイルからのネームド VLAN の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

システム仮想マシン（VM）管理
モードを開始します。

UCS-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

VMwareモードを開始します。UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmwareステップ 3   

システムVM管理VMwareプロファ
イルセットモードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope
profile-set

ステップ 4   

指定したポートプロファイルに対

して、システム VM管理 VMware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set #
scope port-profile profile-name

ステップ 5   

プロファイルセットポートプロ

ファイルモードを開始します。

指定されたネームド VLANをポー
トプロファイルから削除します。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile
# delete vlan vlan-name

ステップ 6   

トランザクションをコミットしま

す。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile
# commit-buffer

ステップ 7   

次に、accountingという名前の VLANをMyProfileという名前のポートプロファイルから削除し
て、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware# scope profile-set
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set # scope port-profile MyProfile
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile # delete vlan accounting
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile* # commit-buffer
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile #

ポートプロファイルクライアント
ポートプロファイルクライアントは、ポートプロファイルが適用されるDVSを決定します。デ
フォルトでは、ポートプロファイルクライアントは、関連付けられたポートプロファイルがす

べての VMware vCenterの DVSに適用されることを指定します。ただし、特定のデータセンター
またはデータセンターフォルダのすべての DVS、あるいは 1つの DVSのみに対してポートプロ
ファイルを適用するように、クライアントを設定できます。
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ポートプロファイルへのポートプロファイルクライア

ントの追加

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステッ

プ 1   

システム仮想マシン（VM）管理
モードを開始します。

UCS-A /system # scope vm-mgmtステッ

プ 2   

VMwareモードを開始します。UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmwareステッ

プ 3   

システム VM管理 VMwareプロ
ファイルセットモードを開始しま

す。

UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope profile-setステッ

プ 4   

指定したポートプロファイルに対

して、システム VM管理 VMware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set # scope
port-profile profile-name

ステッ

プ 5   
プロファイルセットポートプロ

ファイルモードを開始します。

指定したポートプロファイルクラ

イアントが作成され、システムVM
UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile #
create client client-name

ステッ

プ 6   
管理 VMwareプロファイルセット
ポートプロファイルクライアント

モードが開始します。

ポートプロファイルクライアント

は、ポートプロファイルが適用さ

れるDVSを決定します。デフォル
トで、ポートプロファイルは

vCenter内のすべてのDVSesに適用
されますが、オプションの set
data-center、set folder、および set
dvsコマンドを使用して、特定の
データセンター、データセンター

フォルダにあるすべての DVS、ま
たは特定のDVSにポートプロファ
イルを適用できます。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

ポートプロファイルクライアント

の説明を入力します。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile/client
# set descr description

ステッ

プ 7   

説明にスペース、特殊文

字、または句読点が含ま

れている場合、説明を引

用符で括る必要がありま

す。引用符は showコマ
ンド出力の説明フィール

ドには表示されません。

（注）

（任意）

ポートプロファイルが適用される

データセンターを指定します。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile/client
# set data-center data-center-name

ステッ

プ 8   

（任意）

ポートプロファイルが適用される

データセンターフォルダを指定し

ます。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile/client
# set folder folder-name

ステッ

プ 9   

（任意）

ポートプロファイルが適用される

DVSを指定します。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile/client
# set dvs name

ステッ

プ 10   

トランザクションをコミットしま

す。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile/client
# commit-buffer

ステッ

プ 11   

次に、MyProfileという名前のポートプロファイルをOtherDatacenterという名前のデータセンター
にあるすべての DVSに適用する、OtherClientという名前のポートプロファイルクライアントを
作成して、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope profile-set
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set # scope port-profile MyProfile
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile* # create client MyClient
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile/client* # set descr "This is my other
client for my port profile"
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile/client* # set data-center
OtherDatacenter
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile/client* # commit-buffer
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile/client #
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ポートプロファイルからのポートプロファイルクライ

アントの削除
クライアントが関連付けられているポートプロファイルを VMがアクティブに使用している場
合、そのポートプロファイルは削除できません。

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

システム仮想マシン（VM）管理
モードを開始します。

UCS-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

VMwareモードを開始します。UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmwareステップ 3   

システムVM管理VMwareプロファ
イルセットモードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope
profile-set

ステップ 4   

指定したポートプロファイルに対

して、システム VM管理 VMware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set #
scope port-profile profile-name

ステップ 5   

プロファイルセットポートプロ

ファイルモードを開始します。

指定されたポートプロファイルク

ライアントを削除します。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile
# delete client client-name

ステップ 6   

トランザクションをコミットしま

す。

UCS-A
/system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile
# commit-buffer

ステップ 7   

次に、OtherClientという名前のポートプロファイルクライアントをMyProfileという名前のポー
トプロファイルから削除してトランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware# scope profile-set
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set # scope port-profile MyProfile
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile # delete client OtherClient
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile* # commit-buffer
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/profile-set/port-profile #
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第 7 章

分散仮想スイッチの保留中の削除の管理

この章は、次の内容で構成されています。

• 分散仮想スイッチの保留中の削除, 63 ページ

• 保留中の削除の表示, 64 ページ

• 保留中の削除のプロパティの削除, 64 ページ

• 保留中の削除のプロパティの変更, 65 ページ

• 保留中の削除の削除, 66 ページ

分散仮想スイッチの保留中の削除
明示的に、あるいは階層内の親オブジェクトを削除して、CiscoUCSManagerから分散仮想スイッ
チ（DVS）を削除すると、Cisco UCS Managerは VMware vCenterとの接続を開始し、DVSの削除
プロセスを開始します。 DVSが VMware vCenterから正常に削除されるまで、Cisco UCS Manager
は DVSを保留中の削除リストに入れておきます。

ただし、次のように特殊な状況が発生すると、Cisco UCSManagerはVMware vCenterからDVSを
正常に削除できません。

• VMware vCenterデータベースが破損した。

• VMware vCenterがアンインストールされた。

• VMware vCenterの IPアドレスが変更された。

DVSを VMware vCenterから正常に削除できない場合、Cisco UCS Managerで保留中の削除が削除
されるか、VMware vCenterから DVSが正常に削除されるよう、保留中の削除のプロパティが変
更されるまで、DVSは保留中の削除リストに残されます。保留中の削除を削除すると、DVSは
CiscoUCSManagerから削除されますが、VMwarevCenterからは削除されません。DVSがVMware
vCenterに残っている場合、DVSを手動で削除する必要があります。
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CiscoUCSManagerでは、保留中の削除リストの表示、保留中の削除の削除、または保留中の削除
のプロパティの変更ができます。たとえば、保留中の削除の VMware vCenter IPアドレスを修正
すると、Cisco UCS Managerは接続を開始して、VMware vCenterから DVSを正常に削除できるよ
うになります。 Cisco UCS Managerからの DVSの削除を取り消すことはできません。

保留中の削除の表示

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

システム仮想マシン（VM）管理モード
を開始します。

UCS-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

システム VM管理 VMwareモードを開
始します。

UCS-A /system/vm-mgmt # scope
vmware

ステップ 3   

保留中の削除のリストを表示します。UCS-A /system/vm-mgmt /vmware #
show pending-deletion

ステップ 4   

次に、保留中の削除のリストを表示する例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # show pending-deletion

Pending Deletion:
Id Host Distributed Virtual Switch
---------- -------------------- --------------------------
1169232 192.168.10.10 LabDVS
1176508 192.168.100.20 OpsDVS
1176508 192.168.1.30 MyDVS
1176508 192.168.1.40 OtherDVS

保留中の削除のプロパティの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

システム仮想マシン（VM）管理モード
を開始します。

UCS-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

システムVM管理VMwareモードを開始
します。

UCS-A /system/vm-mgmt # scope
vmware

ステップ 3   

指定された保留中の削除のシステムVM
管理VMware保留中の削除モードを開始
します。

UCS-A /system/vm-mgmt /vmware #
scope pending-deletion deletion-id

ステップ 4   

保留中の削除のプロパティを表示しま

す。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/pending-deletion # show detail

ステップ 5   

次に、割り当てられた番号（この例の場合は番号 1169232）を使用して、特定の保留中の削除の
プロパティを表示する例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope pending-deletion 1169232
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/pending-deletion # show detail

Pending Deletion:
Id: 1169232
vCenter: vCenterLab
Host: 192.168.10.10
Data Center Folder:
Data center: Lab
Folder: LabFolder
Distributed Virtual Switch: LabDVS
Extension key: Cisco-UCSM-b32cc112-83bb-11de-acc_7
Certificate:
Current Task: external VM manager deletion from local fabric

(FSM-STAGE:sam:dme:ExtvmmSwitchDelTaskRemoveProvider:RemoveLocal)

保留中の削除のプロパティの変更
必要があれば保留中の削除項目のプロパティを変更し、CiscoUCSManagerが正常に接続を開始し
て DVSを VMware vCenterから削除できるようにすることができます。

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

システム仮想マシン（VM）管理モードを開始
します。

UCS-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

システム VM管理 VMwareモードを開始しま
す。

UCS-A /system/vm-mgmt # scope
vmware

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

指定された保留中の削除のシステム VM管理
VMware保留中の削除モードを開始します。

UCS-A /system/vm-mgmt /vmware #
scope pending-deletion deletion-id

ステップ 4   

保留中の削除の指定されたプロパティを変更し

ます。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/pending-deletion # set
{certificate certificate-name |

ステップ 5   

IPv4または IPv6アドレスではなくホ
スト名を使用する場合、で DNSサー
バを設定する必要があります。 Cisco
UCSドメインが Cisco UCS Centralに
登録されていないか、DNS管理が
[ローカル]に設定されている場合は、
Cisco UCSManagerでDNSサーバを設
定します。 Cisco UCSドメイン Cisco
UCS Centralに登録されていないか、
DNS管理が [グローバル]に設定され
ている場合は、Cisco UCS Centralで
DNSサーバを設定します。

（注）data-center data-center-name
|data-center-folder folder-name |
folder folder-name | host {hostname
| ip-addr}}

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A /system/vm-mgmt
/vmware/pending-deletion #
commit-buffer

ステップ 6   

次に、特定の保留中の削除（この例の場合は、番号 1169232）について、ホスト IPアドレスを
192.168.10.20に変更し、トランザクションをコミットする例を示します。
UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # scope pending-deletion 1169232
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/pending-deletion # set host 192.168.10.20
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/pending-deletion* # commit-buffer
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware/pending-deletion #

保留中の削除の削除
保留中の削除項目を削除すると、DVSは Cisco UCS Managerからは削除されますが、VMware
vCenterからは削除されません。DVSがVMware vCenterに残っている場合、DVSを手動で削除す
る必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

システム仮想マシン（VM）管理モード
を開始します。

UCS-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

システム VM管理 VMwareモードを開
始します。

UCS-A /system/vm-mgmt # scope
vmware

ステップ 3   

指定された保留中の削除を削除します。UCS-A /system/vm-mgmt /vmware #
delete pending-deletion deletion-id

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /system/vm-mgmt /vmware #
commit-buffer

ステップ 5   

次に、特定の保留中の削除（この例の場合は、番号 1169232）を削除し、トランザクションをコ
ミットする例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope vm-mgmt
UCS-A /system/vm-mgmt # scope vmware
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware # delete pending-deletion 1169232
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware* # commit-buffer
UCS-A /system/vm-mgmt/vmware #
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